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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成24年2月16日(2012.2.16)

【公開番号】特開2010-163362(P2010-163362A)
【公開日】平成22年7月29日(2010.7.29)
【年通号数】公開・登録公報2010-030
【出願番号】特願2009-4247(P2009-4247)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  31/7048   (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  27/10     (2006.01)
   Ａ２３Ｌ   1/30     (2006.01)
   Ａ２３Ｌ   2/52     (2006.01)
   Ｃ０７Ｈ  17/065    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  31/7048  　　　　
   Ａ６１Ｐ  27/10    　　　　
   Ａ２３Ｌ   1/30    　　　Ｚ
   Ａ２３Ｌ   1/30    　　　Ｂ
   Ａ２３Ｌ   2/00    　　　Ｆ
   Ｃ０７Ｈ  17/065   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年12月21日(2011.12.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アントシアニンを有効成分として含有することを特徴とする軸性近視抑制剤。
【請求項２】
　アントシアニンを有効成分として含有することを特徴とする遠視抑制剤。
【請求項３】
　アントシアニンを有効成分として含有することを特徴とする軸性近視抑制剤兼遠視抑制
剤。
【請求項４】
　アントシアニンが、シアニジン－３－Ｏ－グルコシド、シアニジン－３－Ｏ－ルチノシ
ド、デルフィニジン－３－Ｏ－グルコシド及びデルフィニジン－３－Ｏ－ルチノシドの４
成分のうち１種又は２種以上を含有するものである、請求項１～３のいずれか１項に記載
の抑制剤。
【請求項５】
　アントシアニンが、デルフィニジン－３－Ｏ－ルチノシド及び／又はシアニジン－３－
Ｏ－ルチノシドを含有するものである、請求項１の軸性近視抑制剤。
【請求項６】
　アントシアニンがカシスアントシアニンである、請求項１～５のいずれか１項に記載の
抑制剤。
【請求項７】
　飲食品に用いられる、請求項１～６のいずれか１項に記載の抑制剤。
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